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「
け
ん
せ
つ
」
2
2
1
6
号
（
7
月
20
日
付
）
1
面
で
既
報
し

た
よ
う
に
、
7
月
6
日
午
前
に
「
全
都
建
設
労
働
者
対
都
要
請
行

動
」
、
午
後
は
「
賃
金
・
単
価
引
き
上
げ
、
予
算
要
求
総
決
起
集

会
」
を
約
4
0
0
0
人
の
仲
間
の
参
加
で
成
功
さ
せ
ま
し
た
。
同

時
に
行
な
わ
れ
た
都
各
局
、
省
庁
交
渉
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

【
大
田
・
左
官

・
本
間
忠
男
さ
ん

談
】
今
は
マ
ン
シ

ョ
ン
や
ホ
テ
ル
の

リ
フ
ォ
ー
ム
が
中

心
で
す
。
昨
日
ま

で
2
カ
月
ほ
ど
箱

根
の
仕
事
で
往
復
4
時
間
ほ
ど
か

け
て
の
通
い
で
し
た
の
で
、
大
変

で
し
た
。

特
に
要
求
し
た
い
こ
と
は
、
建

設
ア
ス
ベ
ス
ト
被
害
者
の
救
済
。

3
年
ほ
ど
前
に
組
合
の
健
診
で
引

っ
か
か
り
、
今
や
自
分
も
被
害
者

に
な
り
か
け
て
い
る
か
ら
で
す
。

海
老
原
先
生
が
お
亡
く
な
り
に
な

り
、
今
後
が
心
配
で
す
。

都
議
選
の
結
果
に
つ
い
て
は
、

と
り
あ
え
ず
小
池
都
政
に
期
待
は

し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、（
元
大
阪

市
長
の
）
橋
下
さ
ん
と
同
じ
よ
う

な
形
で
政
治
を
投
げ
出
す
の
で
は

な
い
か
と
こ
ち
ら
も
心
配
で
す
。

本間さん

福祉保健局との交渉

【
本
部
・
末
浪
明
子
記
】
福
祉

保
健
局
へ
の
交
渉
は
60
人
で
臨

み
、
は
じ
め
に
福
田
都
連
副
委
員

長
か
ら
要
請
書
と
都
議

48
人
分
の
賛
同
署
名
を

梶
野
国
保
課
長
に
手
渡

し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

木
村
都
連
社
保
対
部
長

が
要
請
趣
旨
を
説
明
し

ま
し
た
。
概
要
は
、
①

都
費
補
助
金
の
医
療
費

の
増
嵩
分
を
含
む
現
行

水
準
確
保
、
②
生
活
習

慣
病
予
防
対
策
事
業
や

ア
ス
ベ
ス
ト
疾
患
を
含

む
が
ん
対
策
事
業
へ
の

財
政
支
援
の
拡
充
、
③

建
設
国
保
組
合
の
育
成

・
強
化
で
す
。

梶
野
課
長
は
、
国
保

組
合
を
支
援
す
る
こ
と

は
国
保
課
職
員
の
使
命
だ
と
し
た

上
で
、
都
費
補
助
は
国
保
組
合
の

財
政
健
全
化
に
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
、
平
成
30
年
度
予
算

に
お
い
て
も
組
合
員
一
人
当
た
り

の
医
療
費
増
嵩
分
を
含
め
、
実
質

的
に
維
持
さ
れ
る
よ
う
財
政
当
局

に
予
算
要
求
し
て
い

く
、
特
定
健
診
の
平

成
30
年
度
予
算
も
公

営
国
保
と
同
等
の
補

助
を
要
求
し
て
い
く

と
回
答
。
が
ん
対
策

事
業
へ
の
財
政
支
援

に
つ
い
て
は
、
国
の

動
向
を
踏
ま
え
検
討

し
て
い
く
と
の
回
答

に
留
ま
り
ま
し
た
。

3
つ
の
国
保
組
合

か
ら
は
保
険
者
機
能

を
発
揮
し
医
療
費
削

減
の
努
力
を
し
て
い

る
こ
と
、特
定
健
診
、

個
別
健
康
サ
ポ
ー
ト

は
、
母
体
組
合
と
協

力
し
受
診
率
を
あ
げ
る
工
夫
を
し

て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。8

人
の
参
加
者
か
ら
発
言
が
あ

り
、
生
活
が
苦
し
く
受
診
を
控
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
に
お
か

れ
て
い
る
。
ま
た
、
職
業
病
を
労

災
給
付
に
切
り
替
え
て
東
京
土
建

国
保
組
合
で
は
現
状
年
約
1
億
8

0
0
万
円
の
財
政
効
果
が
あ
る
こ

と
を
報
告
し
、
が
ん
検
診
の
拡
充

で
さ
ら
な
る
医
療
費
の
抑
制
が
見

込
め
る
こ
と
、
そ
の
た
め
に
都
の

が
ん
対
策
へ
の
財
政
支
援
が
不
可

欠
で
あ
る
こ
と
を
訴
え
ま
し
た
。

梶
野
課
長
は
発
言
を
う
か
が
う

こ
と
は
財
政
当
局
へ
の
交
渉
の
糧

に
な
っ
て
い
る
と
答
え
ま
し
た
。

【
小
金
井
国
分
寺
・
屋
根
・
平

松
省
二
さ
ん
談
】
屋
根
工
事
で
も

瓦
に
特
化
し
て
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。
大
手
住
販
メ
ー
カ
ー
の
現
場

で
15
年
く
ら
い
や
っ
て
い
て
、
単

価
は
横
ば
い
で
、
瓦
と
い
う
こ
と

も
あ
っ
て
仕
事
量
が
減
少
し
て
い

る
の
が
辛
い
と
こ
ろ
で
す
。

人
口
減
少
の
中
で
、
従
来
の
よ

う
に
新
築
の
建
物
を
作
る
こ
と
に

重
点
を
置
く
の
で
は
な
く
、
空
き

家
な
ど
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
て
使
っ

て
い
く
住
宅
政
策
に
転
換
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
共

働
き
で
な
い
と
生
活
で
き
な
い
よ

う
な
社
会
で
な
く
、
親
一
人
が
働

い
て
普
通
に
生
活
で
き
る
よ
う
に

政
治
に
は
期
待
し
て
い
ま
す
。

平松さん

【
本
部
・
小
路
芳
雄
記
】
都
市

整
備
局
交
渉
は
窪
田
都
連
仕
事
対

策
部
長
ほ
か
21
人
で
行
な
い
ま
し

た
。
「
公
立
学
校
・
公
的
施
設
等

の
ト
イ
レ
の
洋
式
化
改
修
工
事
」

は
、
改
築
時
に
並
行
し
て
行
な
う

工
事
と
同
時
に
ト
イ
レ
独
自
で
の

洋
式
工
事
を
行
な
っ
て
お
り
、
現

在
洋
式
化
率
は
46
・
4
％
で
、
今

後
も
洋
式
化
を
進
め
た
い
と
の
こ

と
で
し
た
。

小
規
模
な
改
修
に
つ
い
て
は
住

宅
供
給
公
社
に
外
部
委
託
を
し
て

い
る
と
の
回
答
が
あ
り
、
前
回
と

同
じ
回
答
に

対
し
て
再
度

地
元
業
者
に

発
注
す
る
こ

と
を
強
く
要

望
し
ま
し

た
。「

リ
フ
ォ

ー
ム
助
成
制

度
の
創
設
」

に
つ
い
て

は
、
安
心
し

て
リ
フ
ォ
ー

ム
を
行
な
う

こ
と
が
で
き

る
環
境
の
整
備
が
重
要
で
あ
り
、

東
京
都
地
域
住
宅
生
産
者
協
議
会

と
連
携
し
て
情
報
提
供
を
行
な
う

と
い
う
従
来
通
り
の
回
答
で
し

た
。「

木
密
地
域
の
耐
震
化
・
耐
火

化
へ
の
促
進
助
成
策
、
感
震
ブ
レ

ー
カ
ー
助
成
、
簡
易
耐
震
工
事
へ

の
適
用
拡
大
」
に
つ
い
て
は
、
各

区
市
町
村
の
判
断
に
委
ね
、
都
は

普
及
啓
発
に
努
め
る
と
の
こ
と
で

し
た
。
ま
た
、
必
要
な
耐
震
性
が

確
保
さ
れ
て
い
な
い
住
宅
に
つ
い

て
は
改
修
工
事
の
み
な
ら
ず
建
て

替
え
や
除
去
工
事
に
つ
い
て
も
耐

震
改
修
の
相
当
分
を
助
成
で
き
る

制
度
を
平
成
22
年
度
か
ら
実
施
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
感
震

ブ
レ
ー
カ
ー
に
つ
い
て
も
、
取
り

付
け
に
つ
い
て
は
都
民
の
判
断
に

委
ね
、
助
成
は
せ
ず
防
火
の
1
つ

の
ツ
ー
ル
と
し
て
紹
介
す
る
に
留

め
る
と
い
う
回
答
で
し
た
。

【
本
部
・
竹
腰
隆
樹
記
】
財
務

局
交
渉
は
、
東
京
都
連
よ
り
平
井

保
団
長
以
下
、
17
人
の
代
表
団
で

の
ぞ
み
、
財
務
局
主
計
部
予
算
第

二
課
統
括
課
長
代
理
瀬
戸
裕
一
郎

氏
が
対
応
し
ま
し
た
。
要
請
内
容

は
、
①
建
設
国
保
の
都
費
補
助
金

の
現
行
水
準
確
保
②
生
活
習
慣
病

予
防
対
策
疾
患
を
含
む
が
ん
対
策

事
業
へ
の
財
政
支
援
③
国
保
組
合

の
育
成
強
化
の
3
点
。

財
務
局
瀬
戸
課
長
代
理
は
、
現

行
水
準
の
確
保
に
つ
い
て
「
福
祉

保
健
局
か
ら
の
平
成
29
年
度
予
算

は
国
民
健
康
保
険
全
体
で
約
54
億

3
0
0
0
万
円
を
措
置
し
た
。
来

年
度
実
質
的
に
維
持
さ
れ
る
よ
う

対
応
し
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

ア
ス
ベ
ス
ト
疾
患
、
が
ん
疾
患
、

生
活
習
慣
病
も
含
め
た
予
防
対
策

に
つ
い
て
は
、
「
平
成
29
年
度
の

予
算
は
国
民
健
康
保
険
組
合
全
体

で
約
9
9
0
0
万
円
を
措
置
。
来

年
度
予
算
は
現
時
点
で
は
未
確
定

だ
が
福
祉
保
健
局
か
ら
の
要
求
を

踏
ま
え
て
対
応
し
た
い
」と
回
答
。

要
請
3
つ
目
の
育
成
強
化
は
、「
こ

れ
ま
で
市
町
村
国
保
を
補
完
し
て

き
た
大
事
な
役
割
を
担
っ
て
い

る
。
国
保
組
合
の
安
定
し
た
運
営

の
実
現
に
向
け
都
も
全
力
で
取
り

組
む
」
と
回
答
。

交
渉
団
は
、
市
町
村
国
保
へ
の

公
費
補
助
が
国
保
組
合
の
3
・
7

倍
で
国
保
組
合
へ
の
補
助
が
充
分

で
な
い
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。

仲
間
の
努
力
で
取
り
組
ん
で
い
る

東
京
土
建
の
日
曜
集
団
健
診
で
は

一
般
健
診
と
セ
ッ
ト
で
が
ん
検
査

が
で
き
る
こ
と
を
説
き
、
国
が
補

助
す
る
基
準
単
価
と
同
様
に
都
も

補
助
す
る
よ
う
迫
り
ま
し
た
。

都市整備局との交渉

【
本
部
・

村
松
加
代
子

記
】
産
業
労

働
局
交
渉

は
、
中
村
都

連
賃
対
部

長
、
近
藤
都

連
技
術
対
策

部
長
ら
を
団

長
に
、
24
人

の
交
渉
団
で

行
な
い
ま
し

た
。要

請
内
容

は
、
①
認
定

職
業
訓
練
校

へ
の
支
援
対
策
強
化
、
②
設
計
労

務
単
価
を
反
映
し
た
賃
金
、
③
担

い
手
3
法
の
具
体
策
の
実
行
、
④

オ
リ
パ
ラ
現
場
の
賃
金
・
労
働
条

件
改
善
、
⑤
法
定
福
利
費
確
保
の

実
効
策
、
⑥
公
契
約
条
例
制
定
の

検
討
、
⑦
建
設
職
人
基
本
法
に
則

っ
た
計
画
策
定
・
具
体
化
で
す
。

社
会
保
険
未
加
入
対
策
が
期
限

を
迎
え
、
ま
た
、
都
と
し
て
入
札

契
約
制
度
改
革
を
試
行
し
始
め
、

適
切
な
賃
金
水
準
の
確
保
や
社
会

保
険
未
加
入
対
策
の
強
化
（
下
請

見
積
書
で
の
法
定
福
利
費
の
別
枠

明
示
の
徹
底
、
低
入
札
価
格
調
査

案
件
の
追
跡
調
査
な
ど
）
を
進
め

て
い
る
中
で
の
交
渉
で
し
た
。
し

か
し
、
建
設
労
働
者
の
処
遇
改
善

や
下
請
業
者
の
法
定
福
利
費
確
保

の
確
実
な
実
効
策
と
し
て
、
新
た

な
施
策
は
み
ら
れ
た
も
の
の
、
組

合
の
要
請
に
充
分
に
応
え
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
回
、
都
営
住
宅
の
現
場
に
入

っ
た
下
請
（
組
合
員
）
が
法
定
福

利
費
を
上
位
企
業
か
ら
支
払
わ
れ

て
お
ら
ず
、
交
渉
の
場
で
そ
の
実

態
に
つ
い
て
注
文
書
を
示
し
な
が

ら
生
々
し
く
突
き
つ
け
、
具
体
的

な
対
策
と
相
談
窓
口
の
設
置
を
要

請
し
ま
し
た
。
早
急
な
対
応
を
切

に
求
め
て
交
渉
を
終
え
ま
し
た
。

財務局との交渉

詰
将
棋
の
解
答
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現行水準確保は必ず
がん対策への支援拡充

福
保
局
予
算
を
措
置

財務局

安
定
運
営
向
け
都
も
努
力

洋
式
ト
イ
レ
は
４６
％

都整局

小
規
模
改
修
は
地
元
業
者
に

福
祉
保
健
局

実効策では不充分

参
加
し
た
仲
間
の
声

参
加
し
た
仲
間
の
声

都営住宅不払いを追及

橋下氏のよう
にならないで

空
き
家
改
修
に

政
策
転
換
を

産
労
局

仕
事
・
就
労
・
生
活
向
上
で
要
請

仕
事
・
就
労
・
生
活
向
上
で
要
請
対
都
各

局
交
渉


